思つたときは 


正しく動作せず「故障かな？」と思ったときに参照してください。 


日常の保守(—242ページ） . 

. 本装置を日常使ラ上で確認しなければならない点 

やファイルの管埋、クリーニングの方法について 
説明します。 

障害時の対処(->246ページ） . 

. 故障かな？と思ったときに参照してください。 

トラブルの原因の確認方法やその対処方法につい 
て説明しています。 


ONL- 4030 aE-ISSDS-000-07-0607 
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日常の保守 

本装置を常にベストな状態でお使いになるために、ここで説明する確認や保守を定期的に行ってくださ 
い。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を依頼してください。 


アラートの確認 


システムの運用中は、 ESMPR 〇で障害状況を監視してください。 

管理 PC 上の ESMPR0/Se 「 ve 「 Manage 「〔 75— 卜が通報されていないか、常に注意する 
よう心がけてください。ESMPR〇/Se「ve「Manage「の^統合ビューア」、「データビューア」、 
「アラートビューア」でアラートが通報されていないかチェックしてください。 

ESMPRO でチェックする画面 



ステータスランプの確認 


本装置の電源を ON にした後、およびシャットダウンをして本装置の電源を OFF にする前 
に、本装置前面にあるランプや、 3.5 インチデパイスペイに搭載しているハードディスウド 
ライプのランプの表示を確認してください。ランプの機能と表示の内容については1章をご 
覧ください。万一、本装置の異常を示す表示が確認された場合は、保守サービス会社に連絡 
して保守を依頼してください。 
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定期的に本装置のハードディスクドライブ内の大切なデータをパックアップすることをお勧 
めします。本装置に最適なパックアップ用ストレージデパイスやパックアップツールについ 
てはお買い求めの販売店にお問い合わせください。 


ハードウエアの構成を変更したり、 BIOS の設定を変更したりした樹法、オフライン保守ユー 
ティリティの r システム情報の管理」機能を使ってシステム情報のパックアップをとってくだ 
さい。詳しくは3章を参照してください。 

ディスクアレイを構築しているシステムでは、ディスウアレイのコンフィグレーション情報 
のパックアップをとっておいてください。また、ハードディスクドライブの故障によるリビ 
ルドを行った後もコンフィグレーション情報のノ \'ソクアップをとっておくことをお勧めしま 
す。コンフィグレーション情報のセーブは添付の EXPRESS 巳 UILDER ( SE ) CD - ROM を使用 
します。5章を参照してください。 


クリーニング 


本装置を良い状態に保つために定期的にクリーニングしてください。 



m 

國 


^\A\ 

A® 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死 
亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• DVD - ROM ドライブの内部をのぞかない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本装置の外観の汚れは、柔らかい乾いた布でふき取ってください。汚れが落ちにくいとき 
は、次のような方法できれいになります。 

H -0 • シンナー、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質のいたみや変色の 

原因になります。 

參コンセント、ケーブル、本装置背面のコネクタ、本装置内部は絶対に水などでぬらさな 
いで < ださい。 
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1. 本装置の電源が OFF ( POWER ランプ消灯）になっていることを確認する。 

2. 本装置の電源コードをコンセントから抜く。 

3 . 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた布でふき取る。 

4 . 中性洗剤をぬるま湯または水で薄めて柔らかい布を浸し、よく絞る。 

5 . 本装置の汚れた部分を手順4の布で少し強めにこすって汚れを取る。 

6. 真水でぬらしてよく絞った布でもう一度ふく。 

7 . 乾いた布でふく。 

8. 乾いた布で装置背面にある吸気□や排気□に付着しているほこりをふき取る。 


キーポード/マウスのクリーニンク 

キーボードは本装置および周辺装置を含むシステム全体の電源が OFF ( POWER ランプ消灯) 
になっていることを確認した後、キーボードの表面を乾いた布で拭いてください。 
マウスが正常に機能するためには、内部のマウスボールがスムーズに回転できる状態でなけ 
ればなりません。マウスボールの汚れを防ぐためにほこりの少ない場所で使用して、定期的 
に次の手順でクリーニングしてください。 

1 . 本装置の電源が OFF ( POWER ランプ消灯）になっていることを確認する。 

2. マウスを裏返してマウスボールカパーを 
反時計回りに回して中からマウスボール 
を取り出す。 


3 . マウスボールを乾いた柔らかい布などで 
ふいて、汚れを取り除く。 

汚れがひどいときはぬるま湯または水で 
薄めた中性洗剤を少量含ま せてふいて 
ください。 

4 . マウス内部にある3つの小さな□—ラを 
綿棒などでふく。 

汚れがひどいときは アルコール などを 
少量含ませてふいてください。 

5 . マウスボールをマウスの中に戻す。 

手順3、4でマウスボールや□—ラをぬら 
した場合は、十分に乾燥させてからボー 
ルを入れてください。 

6. マウスボールカパーを元に戻して、時計 
回りに回してロックする。 



マウス底面 


パ 
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DVD / CD - ROM のクリーニンク 

ディスクにほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたりするとデータを正しく 
読み取れません。次の手順に従って定期的にトレー、ディスクのクリーニングを行います。 

1. 本装置の電源が ON ( POWER ランプ点灯)になっていることを確認する。 

2 . DVD - ROM ドライブ前面のトレ ー- T ジェクトボタンを押す。 

トレーが出てきます。 

3 . ディスクを軽く持ちながらトレーから取り出す。 

lirOB^ 

|ディスクの信号面に手が触れないよう注意してください。 

4 . トレー上のほこりを乾いた柔らかい布でふき取る。 

w-OBM 

DVD-ROM ドライブのレンズをクリーニングしないでください。レンズが傷ついて誤動作の原 
因となります。 

5 . トレーを軽く押してトレーを DVD - ROM ドライプに戻す。 

6. ディスクの信号面を乾いた柔らかい布でふく。 


ディスクは、中心から夕 M 則に向けてふいてください。クリーナを 
お使いになるときは、専用のクリーナであることをお確かめくだ 
さい。レコード用のスプレー、クリーナ、ベンジン、シンナーを 
使用すると、ディスクの内容が読めなくなったり、本装置にその 
ディスクをセットした結果、故障したりするおそれがあります。 


テープドライブのクリーニング 

テープドライプのへッドの汚れはファイルのパックアップの失敗やテープカートリッジの損 
傷の原因となります。定期的に専用のクリーニングテープを使ってクリーニングしてくださ 
い。クリーニングの時期やウリーニンクの方法、および使用するテープカートリッジの使用 
期間や寿命についてはテープドライブに添付の説明書を参照してください。 
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障害時の対処 

「故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について確認してください。該当することがらがある 
場合は、説明に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPRO / ServerManager を使って障害の発生箇所を確認 
し、障害がハードウエアによるものかソフトウエアによるものかを判断します。 

障害発生個所や内容の確認ができたら、故障した部品の交換やシステム復旧などの処置を 
行います。 


障害がハードウエア要因によるものがソフトウエア要因によるものかを判断するには、 
ESMPRO / ServerManager が便利です。 


sjI v|fe|ii|«i 

f 

—i.im 

/ 
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巳31\/^闩〇/361^6「1\/131^96「上で本装置を監視している際に、本装置を示すアイコンが[警告] 
(黄色)や[異常](赤色)を示した場合、本装置が故障した可能性があります。この場合、以下 
の手順でどの部分に異常 • 警告が発生しているかを特定し、対処を行ってください。 

1. ESMPRO/ServerManager のウィンドウで、左側のツリー構造上の対応する本装置を示すアイコ 
ンを右クリックする。 

2. メニューがら「データビューア」を選択する。 

3 . データビューアのウィンドウで、異常•警告の出ているアイコンを探し、その発生箇所を特定す 
る。 

各構成情報のツリーを開いていくこと 
で、その部品の詳細情報を見ることがで 
きます。 

例えば、「ストレージ」一「ハードディス 
ク」一「[1]ハードディスク」一「 XX 情報」な 
どを参照することで、この八ードディス 
クの詳細な情報が表示されます。 

詳細は、巳31\/^1^〇/36「\/6「1\/13门396「のへル 
プを参照してください。 ESMPRO / 

ServerManager のヘルプはインストールし 
た管理用 PC の「スタート」メニューから 
「 ESMPR 〇」を選んで表示されるメニューか 
ら [ ESMPRO / SM ] や[データビューア]のへ 
ルプを選択してください。 
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—バの確認 ( LMD スイッチ) 


UID スイ、ソチ 


UID ランプ 


複数の本装置を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれであ 
るかを見分けるために装置の前面および背面にある OJID ランプ」で確認します。 

UID スイッチを押すと UID ランプが点灯します。もう一度押すとランプは消灯します。 
ラッウ背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している本装置の電源 
やインタフエースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 UID スイッチを使って保 
守する本装置を確認してから作業をすることをお勧めします。 


UID ランプ UID スイツチ 




248 













































































POST (Power On Self - Test ) は、本装置のマザーポード内に記録されている自己診断機能 
です。 

POST は本装置の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーポード、メモリ、 CPU 、 
キーポード、マウスなどをチェックします。また、管理 PC から DianaScope を起動し、本体 
に接続すると管理 PC 上に POST 実行内容が表示され、各種の BIOS セットアップユーティリ 
ティの起動メッセージなども表示します （ DianaScope からの接続方法については 
EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 内のオンラインドキュメントで説明しています）。 

本装置の出荷時の設定では管理 PC と通信されていない場合 、 [TV ni c — 

POST を実行している間、ディスプレイ装置には 「 NEC 」 ロゴが V , 
表示されます。 

「 NEC 」 ロゴの表示中に < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を表示させ 
|レ', ]T| ることができます。6章の「システム BIOS 」 の 「 Advanced 」 にある 「 Boot-time Diagnostic 

Screen 」 の設定を 「 Enabled 」 に切り替えてください。 

POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示される 
メッセージを確認してください。 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 
• ディスプレイ装置に何らかのエラーメッセージが表示されたとき 


POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 

n-O • post の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにしてください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 とキー入力を 
要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取り付けたオプションのポード 
の BIOS が要求しているためのものです。オプションの説明書にある説明を確認 
してから何かキーを押してください。 

• オプションの PCI ポードの取り付け/取り外し/取り付けているスロットの変更をして 
から電源を ON にすると、 POST の実行中に取り付けたポードの構成に誤りがあること 
を示すメッセージを表示して POST をいったん停止することがあります。 

この場合はく F1 >キーを押して POST を継続させてください。ポードの構成についての 
変更/設定は、この後に説明するユーティリティを使って設定できます。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画面左上に搭載メ 
モリのサイズなどのメッセージが表示されます。本体に搭載されているメモリの量によつては、 
メモリチェックが完了するまでに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リプート）した場合 
など、画面に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 

2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭載している 
CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせるメッセージです。 
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3. 本体に内蔵の SCSI コント□—ラを検出し 、 SCSI BIOS セットアップユーティリティの起動を促す 
メッセージが表示されます(そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動的に続けます)。 


Press <Ctrl> <A> for SCSISelect(TM) Utility! 


ここで <(：仃1>キ_と < A > キーを押すとユーティリティが起動します。設定方法やパラメータの 
機能については、6章の 「SCSI BIOS コンフィグレーション」を参照してください。ユーティリティ 
を使用しなけれは'ならない例としては次のよラな場合があります。 

• パックアップデバイスベイに SCS 曜器を取り付けた場合 
• 外付け SCSI 装置を接続した場合 

• システム内部の SCSI 装置の接続を変更した場合 

• マザーボード上のディスクアレイコントローラ （Adaptec HostRAID ) を利用した RAID の構 
築•変更 • 保守をする場合 

ユーティリティを終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 

本体の PCI パスに複数の SCSI コント□—ラボードを搭載しているときは 、 SCSI BIOS セットアッ 
プユ _ ティリティの起動メッセージを表示します。 

4. 接続している SCSI 装置が使用している SCSI ID 番号などを画面に表示します。 

5. しばらくすると、マザーボードにある BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 の起動を促す 
メッセージが画面左下に表示されます（メッセージはシステムの構成などによって多少異なりま 
す）〇 


Press <F2> to enter SETUP 


使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージを伴った上記 
のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を変更する必要はありません 
(そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> キーを押します。設定方法や 
パラメータの機能については、6章を参照してください。 SETUP を終了すると、自動的にもう一 
度はじめから POST を実行します。 

6. <本装置の PCI バスに起動可能なオプション ROM を搭載した PCI ボードを搭載している場合〉 

搭載したボードの BIOS セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示されます。 

本装置の PCI パスに起動可能なオプション RQM を搭載した PCI ボードを複数搭載しているときは、 
通常、 IB —1 C —2 C —3 C —3 B —2 B のスロット番号順で搭載しているボードの BIOS セットアップ 
ユーティリティの起動メッセージを表示します(搭載したボードにより順番が変更になる場合もあ 
ります）。操作方法については、それぞれのボードに添付の説明書を参照してください。 

7. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、パスワードを入力 
する画面が表示される場合があります。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤ると本装置を起動できなくなります。 
この場合は、本装置の電源を〇 FF にしてから、10秒程度時間をあけてがら再度、本装置の電源を 
〇 N にして本装置を起動し直してください。 

I w-onra 

OS をインスI-ールするまではパスワードを設定しないでください。 

8. POST を終了すると〇 S を起動します。 
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POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示される 
か、ビープ音が鳴ります。エラーメッセージの表示内容やビープ音の D 鳥り方、その意味や 
対処方法につしゝては、次項を参照してください。 

I H -〇 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示やビープ音の嗎り方をメモして 
おいてください。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 
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本装置に何らかの異常が起きるとさまざまな形でエラーを通知します。ここでは、エラー 
メッセージの種類について説明します。 


ランプによるエラーメッセージ 

本装置の前面や背面にあるランプはさまざまな状態を点灯、点滅、消灯によるパターンや色 
による表示でユーザーに通知します。「故障かな？」と思ったらランプの表示を確認してくだ 
さい。ランプ表示とその意味については1章をご覧ください。 


POST 中のエラーメッセージ 



# i が故障した場合の表示) 


また、ビープ音のパターンでエラーを通知することもあります。 

次ページ以降の表で、画面に表示されるメッセージやビープ音とその意味、対処方法に 
ついて説明します。 

I M -〇 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示やビープ音のパターンをメモして 
おいてください。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 

■ I ： ここで記載されている POST のエラーメッセージー覧は本装置単体のものです。マザーボ_ 

ドに接続されているオプションボードに搭載されている BIOS のエラーメッセージとその対 
処方法についてはオプションに添付の説明書を参照してください。 
















ディスプレイに表示されるエラーメッセージ 

次にエラーメッセージの一覧と原因、その対処方法を示します。 


ディスプレイ上の エラー メッ セージ 

意 味 

対処方法 

0200 

Failure Fixed Disk. 

ハードディスクドライプエラー。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い 0 

0210 

Stuck Key. 

キーボード接続エラー 。 

キーボードを接続し直してください。 

0213 

Keyboard Locked - 
UnLock key swit ch . 

キーボードがロックされている。 

キースイッチのロックを解除してくだ 
さい。ロックを解除しても直らない場 
合は、保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

0220 

Monitor type does 
not match CMOS - Run 
SETUP. 

モニタのタイプが CMOS と一致し 
ない 0 

SETUP を起動してください。 SETUP 
で直らない場合は保守サービス会社に 
連絡してください。 

0230 

System RAM Failed at 
offset. 

システム RAM エラー。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

0231 

Shadow Ram Failed at 
offset. 

シャドウ RAM エラー。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

0232 

Extended RAM Failed 
at address line. 

拡張 RAM エラー。 


0250 

System battery is 
dead - Replace and 
run SETUP. 

システムのパッテリか 4 ない。 

保守サービス会社に連絡してパッテリ 
を交換してください。（コンピュータ 
を再起動後、 SETUP を起動して設定 
し直してください。 

0251 

System CMOS checksum 
bad - Default con¬ 
figuration used. 

システム CMOS のチェックサム 
が正しくない。 

デフォルト値が設定されました。 

SETUP を起動して、設定し直してく 
ださい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0252 

Password checksum 
bad - Passwords 
cleared. 

パスワードのチェックサムか 4 正し 
くない。 

パスワードがクリアされました。 

SETUP を起動して設定し直してくだ 
さい。 

0260 

System timer error. 

システムタイマーエラー。 

SETUP を起動して、時刻や日付を設 
定し直してください。設定し直しても 
同じエラーが続けて起きるときは保守 
サービス会社に連絡してください。 

0270 

Real time clock er¬ 
ror . 

リアルタイムクロックエラー。 

0271 

Check date and time 
setting. 

リアルタイムクロックの時刻設定 
に誤りがある。 

02B0 

Diskette drive A er¬ 
ror . 

フロッピーディスクドライブ A 
のエフー 〇 

SETUP を起動して、 「 Main 」 メニュ ー 
の 「Legacy Floppy A 」 を設定し直し 
てください。設定し直しても同じ エ 
ラーが続けて起きるときは保守サービ 
ス会社に連絡してください。 

02B2 

Incorrect Drive A 
type - run SETUP. 

フロッピーディスクドライプ A 
のタイプが正しくない。 

SETUP を起動して、設定し直してく 
ださい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

02D0 

System cache error - 
Cache disab Led . 

システムキャッシュエラー。 

キャッシュを使用できません。保守 
サービス会社に連絡してください。 

02D1 

System Memory ex¬ 
ceeds the CPU's 
caching Limit. 

メモリが CPU のキャッシュの限 
界を超えた。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い 0 

02F4 

EISA CMOS not write 
able. 

EISA CMOS に書き込めない。 


02F5 

DMA Test FaiLed ■ 

DMA テストエラー。 


02F6 

Software NMI Failed. 

ソフトウェア NMI エラー。 


02F7 

FaiL-safe Timer NMI 

FaiLed. 

フェイルタイマの NMI エラー。 


0B22 

Processors are in- 
stalled out of or¬ 
der. 

プロセッサの故障。 

保守サービス会社に保守を依頼して 

CPU を交換してください。 

0B28 

Unsupported Proces¬ 
sor detected on Pro¬ 
cessor 1. 

CPU #1ソケットにサボートして 
いない CPU が搭載されている。 

保守サービス会社に連絡して保守を依 
頼してください。 

0B29 

Unsupported Proces¬ 
sor detected on Pro¬ 
cessor 2. 

CPU #2ソケットにサボートしてい 
ない CPU が搭載されている。 



7故障かな？と思つたときは 


253 































ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0B30 

han 1 Alarm occurred. 

ファンの異常。 

ファンの故障、またはファンの目詰ま 
りが考えられます。保守サービス会社 
に連絡して保守を依頼してください。 

0B31 

Fan 2 Alarm occurred. 


0B32 

Fan 3 Alarm occurred. 


0B33 

Fan 4 Alarm occurred. 



0B34 

Fan 5 Alarm occurred. 



0B35 

Fan 6 Alarm occurred. 



0B36 

Fan 7 Alarm occurred. 



0B37 

Fan 8 Alarm occurred. 



0B5F 

Forced to use Pro¬ 
cessor with error 

CPU エラーを検出した。 

CPU でエラーを検出したため、強制的 
に起動しています。保守サービス会社 
に連絡してください。 

0B60 

DIMM group #1 has been 
disabled 

メモリエラーを検出した。メモリグ 
ループ#1が縮退している。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 

0B61 

DIMM group #2 has been 
disabled 

メモリエラーを検出した。メモリグ 
ループ#2が縮退している。 


0B62 

DIMM group #3 has been 
disabled 

メモリエラーを検出した。メモリグ 
ループ#3が縮退している。 


0B63 

DIMM group #4 has been 
disab Led 

メモリエラーを検出した。メモリグ 
ループ#4が縮退している。 


0B70 

The error occurred 
during temperature 
sensor reading. 

温度異常を検出する途中にエラー 
を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 

0B71 

System Temperature 
out of the range. 

温度異常を検出した。 

ファンの故障、またはファンの目詰ま 
りが考えられます。保守サービス会社 
に連絡して保守を依頼してください。 

0B74 

The error occurred 
during voltage sen¬ 
sor reading. 

電圧を検出中にエラーが起きた。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 

0B75 

System voltage out 
of the range. 

システムの電圧に異常を検出し 
た。 


0B80 

BMC Memory Test 

FaiLed. 

BMC デパイス（チップ）のエ 

フー〇 

—度電源を OFF にして、起動し直して 
ください。それでも直らない場合は保 
守サービス会社に連絡してください。 

0B81 

BMC Firmware Code 

Area CRC check 
faiLed. 


0B82 

BMC core Hardware 
faiLure. 



0B83 

BMC 1BF or OBF check 
faiLed. 

BMC のアドレスへのアクセスに 
失敗した。 


0B8A 

BMC SEL area full. 

システムイベントログを書き込め 
る容量がない。 

SETUP を起動して、 「 Server 」 メ 
ニューの r Event Log Configuration 」 

で 、 「Clear All Error Logs 」 を選び、 
< Enter > キーを押してログを消去して 
ください。 

0B8B 

BMC progress check 
timeout. 

巳 MC チェックを一時中断した。 

—度電源を OFF にして、起動し直して 
ください。それでも直らない場合は保 
守サービス会社に連絡してください。 

0B8C 

BMC command access 
faiLed. 

BMC コマンドアクセスに失敗し 
た。 

0B8D 

Could not redirect 
the console - BMC 

Busy - 

コンソールリダイレクトができな 
い （ BMC ビジー)。 


0B8E 

Could not redirect 
the console - BMC 

Error - 

コンソールリダイレクトができな 
い （ BMC エラー)。 


0B8F 

Could not redirect 
the console - BMC 
Parameter Error - 

コンソールリダイレクトができな 
い （ BMC パラメータエラー)。 


0B90 

BMC Platform Infor¬ 
mation Area corrupt¬ 
ed . 

BMC デパイス（チップ）エラー。 

—度電源を OFF にして、起動し直して 
ください。それでも直らない場合は保 
守サービス会社に連絡してください。 

0B91 

BMC update Tlrmwa re 
corrupted. 



0B92 

Internal Use Area of 
BMC FRU corrupted. 

Chassis 情報を格納した SR 〇 M 
の故障。 

致命的な障害ではありませんが、一度 
電源を OFF にして、起動し直してくだ 
さい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0B93 

BMC SDR Repository 
empty. 

BMC デバイス（チップ）エラー。 

—度電源を OFF にして、起動し直して 
ください。それでも直らない場合は保 
守サービス会社に連絡してください。 

0B94 

IPMB signa L lines do 
not respond. 

SMC (Sattelite Management 
Controller ) の故障。 

致命的な障害ではありませんが、一度 
電源を OFF にして、起動し直してくだ 
さい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B95 

BMC FRU device fail¬ 
ure. 

Chassis 情報を格納した SROM 
の故障。 

致命的な障害ではありませんが、一度 
電源を OFF にして、起動し直してくだ 
さい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B96 

BMC SDR Repository 
faiLure. 

センサデータレコード情報を格納 
した SROM の故障。 

—度電源を OFF にして、起動し直して 
ください。それでも直らない場合は保 
守サービス会社に連絡してください。 

0B97 

BMC SEL device fail¬ 
ure. 

BMC デバイス（チップ）の故障。 

0B98 

BMC RAM test error. 

BMC RAM のエラー。 


0B99 

BMC Fatal hardware 
error. 

BMC のエラー。 


0B9A 

Management controL- 
Ler not responding. 

BMC のエラー。 

RMC のファームウェアをアップ□— 

ドしてください。それでも直らない場 
合は保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B9B 

Private 12C bus not 
responding. 

プライペート I 2 C パスよリ無応 

—度電源を OFF にして、起動し直して 
ください。それでも直らない場合は保 
守サービス会社 L 連絡してください。 

0B9C 

BMC internal excep¬ 
tion. 

BMC のエラー。 

0B9D 

BMC A/D timeout er¬ 
ror . 

BMC のエラー。 


0B9E 

SDR repository cor¬ 
rupt. 

BMC のエラーまたは SDR の 
データの破損。 


0B9F 

SEL corrupt. 

BMC のエラーまたはシステムイ 
ベントログのデータの破損。 


OBBO 

SMBI0S - SR0M data 
read error. 

SROM のデータリードエラー。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

0BB1 

SMBI0S - SR0M data 
checksum bad. 

SROM のデータチェックサムエ 

フー〇 


8100 

Memory Error detect¬ 
ed in DIMM group #1. 

メモリエラーを検出した。 

保守サービス会社に連絡して該当する 
グループの DIMM を交換してくださ 

8101 

Memory Error detect¬ 
ed in DIMM group U2. 


い0 

8102 

Memory Error detect¬ 
ed in DIMM group #3. 



8103 

Memory Error detect¬ 
ed in DIMM group #4. 



Expansion ROM not 
initialized - PCI 
Mass Storage Con¬ 
troller in slot xx 

オプション ROM の展開領域が不 
足。 

SCSI コント□—ラで、〇 S がインス 
卜ールされているハードディスクドラ 
イプを接続しない場合はそのボードの 
ROM 展開を無効にしてください。 
「システム BIOS コンフィグレーション 
( SETUP ) J の PCI Configuration サプメ 
ニュー （199 ページ）を参照してくださ 
い0 

H/W Configuration 
of BMC is corrupt¬ 
ed . 

!!Update BMC F/W 

Configuration by 
configuration 
tool! ! 

!!Refer to BMC 
configuration man¬ 
ual!! 

リモートマネージメントカード/ア 
ドバンスドリモートマネージメント 
カードの初期設定が行われていませ 

EXPRESS 巳 UILDER を使用して「リモー 
ト マネー ジメン 卜力ードの初期設定」 

(153 ページ）から本体装置固有情報の設 
定を行ってください。 
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ビープ 音による エラー 通知 

POST 中にエラーを検出しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できな 
い場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知します。 
エラーはビープ音のいくつかの音の組み合わせでその内容を通知します。 

たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード: 
1-3-1-1)ときは DRAM リフレッシュテストエラーが起きたことを示します。 

次にビープコードとその意味、対処方法を示します。 


ビープコード 

意味 

対処方法 

3-3-( 繰り返し） 

ROM チェックサムエラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボ 
—ドを交換してください。 

1 -2-2-3 

ROM チェックサムエラー 

1-3-1-1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

DIMM の取り付け状態を確認してくだ 
さい。それでも直らない場合は保守サ 
—ビス会社に連絡して DIMM またはマ 
ザ ボ ドを交換してください。 

1-3-1-3 

キーボードコント□—ラテストエラー 

キーボードを接続し直してください。 
それでも直らない場合は保守サービス 
会社に連絡してマザーボードを交換し 
てください。 

1 -3-3-1 

メモリを検出できない 
メモリの容量チェック中のエラー 

DIMM の取り付け状態を確認してくだ 
さい。それでも直らない場合は保守サ 
—ビス会社し連絡して DIMM、 または 
マザーボードを交換してください。 

1 -3-4-1 

DRAM アドレスエラー 

1 -3-4-3 

DRAM テスト Low Byte エラー 

1-4-1-1 

DRAM テスト High Byte エラー 

1 -5-1-1 

CPU の起動エラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボ 
ードを交換してください。 

1 -5-2-1 

CPU が搭載されていない 

保守サービス会社に連絡して CPU また 
はマザーボードを交換してください。 

1 -5-4-4 

電源異常 

保守サービス会社に連絡してマザーボ 
ードを交換してください。 

2-1-2-3 

BIOS ROM コピーライトテストエラー 

2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 

1-2 

オプション ROM 初期化エラー 

SETUP の設定を確認してください。 
また、増設した PCI ボードのオプシヨ 
ン R 〇 M の展開が表示されない場合 
は、 PCI ボードの取り付け状態を確認 
してください。 

それでも直らない場合は保守サービス 
会社に連絡して、増設した PCI ボー 
ド、またはマザーボードを交換してく 
ださい。 


m ： ピープコード「1-5-4-2」の鳴動は停電や瞬断などにより AC 電源の供給が遮断され、システム 

の再起動が行われたことを通知するものです。異常ではありません。 
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Windows のエラーメッセージ 

Windows オペレーティングシステムの起動後に致命的なエラー ( STOP エラーやシステムエ 
ラー)が起きるとディスプレイ装置の画面がブルーに変わり、エラーに関する詳細なメッセー 
ジが表示されます。 


*« STOP: OxOOOOOOOA (0x00000074, 0x00000002, 0x00000001, 0x80108E7A) 
IRQL_NOT_LESS_OR_EQUAL**» Address 80108 E7A has base at 801000 0 _ ntoskrnl.exe 



画面のバックグラウンドの色は「プルー」 


画面に表示されたメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 

また、このエラーが起きると本装置は自動的にメモリダンプを実行し任意のディレクトリに 
メモリダンプのデータを保存します。「メモリダンプ(デパッグ情報)の設定」 (3 章)を参照し 
てください。 

のちほど保守サービス会社の保守員からこのデータを提供していただくよう依頼される場合 
があります。 MO や DAT などのメディアにファイルをコピーしての保守員に渡せるよう準備 
しておいてください。 

I H -〇 STOP エラーやシステムエラーが発生しシステムを再起動したとき、仮想メモリが不足し 
ていることを示すメッセージが表示されることがありますが、そのまま起動してください。 

^ このファイルをメディアにコピーする前に、イベントピューアを起動して、システムイペン 
トログで Save Dump のイベントログが記録され、メモリダンプが保存されたことを確認 
して< ださい。 

このほかにもディスクやネットワークなど内蔵デパイスや周辺装置にエラーが 
起きた場合にも警告メッセージが表示されます。メッセージを記録して保守サービス会社に 
連絡してください。 
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サーノ（管理アプリケーシヨンからのエラーメッセージ 


ESMPRO / ServerAgent ^ ESMPRO / 
ServerManager 、 Power Console 
Plus、Adaptec Storage Manager など本 
装置専用の管理ツールを本装置や管理 PC 
ヘインストールしておくと、何らかの障害 
が起きたときに管理 PC や本装置に接続し 
ているディスプレイ装置から障害の内容を 
知ることができます。 


各種アプリケーションのインス I ルや運用方法については5章またはオンラインドキュメ 
ントを参照してください。 

ESMPRO を使ったシステム構築や各種設定の詳細についてはオンラインヘルプや、オン 
ラインドキュメントの 「Express Server Management Guide 」、 別売の 「 ESMPRO システム 
構築ガイド」で詳しく説明されています。 
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1 CCCCCCCCCCCCCCCCC 
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本装置が思うように動作しない場合は修理に出す前に次のチェックリストの内容に従って本 
装置をチェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目があるときは、その後の 
確認、処理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、症状を記録してから、保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 


装置本体について-導入時の問題_ 

^ 初期設定ツールで本装置の自動発見ができない 

□ LAN ケーブルが接続されていない可能性があります。 LAN ポート1に LAN ケープル 
が正しく接続されているか確認してください。 

□ 本装置の起動が完了していない可能性があります。初回電源投入時に 0 S の再設定 
を行うため、起動に数分〜10分程度時間がかかる場合があります。 

□ 本装置が正常に起動していない可能性があります。コンピュータ名の重複や IP アド 
レス/サブネットマスクの設定に誤りがないか確認してください。 

同ーネットワーク上の複数の本装置を再インス!ルした場合、複数台同時に起動 
すると2台目以降は正常に起動できません。1台ずつ起動して初期設定を行い、初 
期設定完了後に次の1台を起動してください。 

□ ネットワーク負荷が高い可能性が あります。 自動発見 オプションの 設定で オプショ 
ンの 値を変更して ください。 

の 初期設定ツールで IP アドレスを変更できない 

□ 初期設定ツール起動時に[次回からこのツールでの変更を不可にする]のチェック 
ボックスにチェッウして設定を更新してしまうと、初期設定ツールを使用して IP ア 
ドレス等を変更する こと ができなくなります。 

この場合は、 WebUI を起動し、[ネットワー々]-[インターフェイス]より、変更を 
行いたい対応した NIC を選択し、タスクの [ IP ] をクリックすることで、 IP アドレス 
などの設定を変更できるようになります。 

^ 初期設定ツールで設定変更が開始できない 

□ 初期設定ツールの一覧で「初期設定サービス」が停止となっている場合、初期設定 
ツールによる設定変更はできません。管理ツール WebUI を使用して設定変更を行っ 
てください。 

^ 初期設定 ツールで サーバの 自動発見後や、 サーバ 選択時に初期設定変更 サービスを 停 

止するよう促されるメッセージが表示される 

□ 初期設定ツールでは、 IP アドレスやマシン名などを変更可能ですが、サーパでこれ 
に対応する、初期設定変更サービスを起動したままにしておくと、セキュリティ 
ホールとなる可能性があります。そのため、初期設定ツールでは、そのような状態 
のサーバが存在する場合、サービスを停止するよう促すため、警告ダイアログメッ 
セージを表示する仕様となっています。ご了承ください。 


故障かな？と思つたときは 
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® 初期設定ツールで設定変更ができない 

□ コンピュータ名や IP アドレスを誤って設定した可能性があります。同ーネットワー 
ク上にコンピュータ名や IP アドレスが同じマシンが存在しないか確認してくださ 
し、もしコンピュータ名や IP アドレスを重複して設定してしまった場合は、重複し 
たマシンをいったんネットワークから切り離して、本装置を再起動し、初期設定 
ツールで設定変更してください。 

□ 複数の LAN ポートにケーブルが接続されている可能性があります。複数の LAN ポー 
卜を使用する場合は、まず LAN ポート1のみにケーブルを接続して初期設定を行 
し' i 、 初期設定完了後に残りのコネウタにケーブルを接続してください。 

初期設定ツールで管理ツール WebUI の起動ができない 

□ 本装置の一覧で WebUI 起動が可となっている装置に対して管理ツール WebUI の起 
動ができない場合は、ネットワークの設定またはブラウザの設定に問題がある可能 
性があります。本装置および、初期設定ツールを動作させている Windows マシン 
のネットワークの設定、およびブラウザの設定を確認してください。なお、管理 
ツール WebUI は Internet Explorer 5.5 以上で動作します。初期設定ツールを使用 
する前に、通常使用するブラウザを Internet Explorer 5.5 以上に設定しておいてく 
ださい。 

□ 本装置の一覧で WebUI 起動が不可となっている場合、管理ツール WebUI の起動は 
できません。初期設定サービスが起動中の場合は、初期設定ツールで正しく設定変 
更を行ってください。初期設定サービスが停止の場合は、ネットワークの設定に問 
題がある可能性があります。初期設定ツールを動作させている Windows マシンの 
ネットワークの設定を確認してください。 

初期設定ツールで WebUI 起動が不可と表示される 

□ 初期設定が完了していない場合は、 WebUI 起動が不可となります (DHCP サーパが 
らアドレスを取得できない場合)。初期設定ツールで初期設定を行ってください。 

□ 初期設定が完了した本装置について WebUI 起動が不可となる場合は、ネットワーク 
の設定に問題がある可能性があります。本装置および、初期設定ツールを動作させ 
ている Windows マシンが同ーネットワークに属しているか確認してください。 

□ WebUI 起動の確認に時間がかかり、不可となってしまう場合があります。もう一度 
自動発見を行って可とならないか確認してください。なお、本装置の一覧で WebUI 
起動が不可となっている場合、管理ツール WebUI の起動はできません。 
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装置本体について-運用時の問題- 

電源が ON にならない 


□ 電源が本装置に正しく供給されていますか？ 

-電源コードが本装置の電源規格に合ったコンセント（または UPS ) に接続されて 
いることを確認してください。 

—本装置に接続されている電源コードを使用してください。また、電源コードの 
被覆が破れていたり、プラグ部分が折れていたりしていないことを確認してく 
ださい。 

—接続したコンセントのプレーカが ON になっていることを確認してください。 
— UPS に接続している場合は、 UPS の電源が ON になっていること、および UPS 
から電力が出力されていることを確認してください。詳しくは UPS に添付の 
説明書を参照してください。 

また、本装置の BIOS セットアップユーティリティで UPS との電源連動機能の設 
定ができます。 

□ POWER スイッチを押しましたか？ 

-本装置前面にある POWER スイッチを押して電源を ON(POWER ランプ点灯）に 
してください。 

□ リモートマネージメントカードは正しく取り付けられていますか？ 

—オプションの取り付け ■ 取り外しなどで本体内部の部品にアクセスした際に標 
準装備のリモートマネージメントカードがマザーボードから外れてしまってい 
ることが考えられます。リモートマネージメントカードの取り付け状態を確認 
してください。 



7故障かな？と思つたときは 
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言 起動しない 

□ DVD - ROM ドライブに EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - R 〇 M をセットしていません 
か？ 

- DVD - ROM ドライブ'に EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM をセットしている場 
合は、 CD - R 〇 M から起動しています。 CD - R 〇 M を取り出して再起動してくださ 
い。 

□ フロッピーディスクドライブにフロッピーディスクをセットしていませんか？ 

—フロッピーディスクを取り出して再起動してください。。 

ブラウザが WebUI を見つけることができない 

□ 正しい URL を入力していますか？ 

—正しい URL は、 「 https :// hostname : 8098/」または 「 http :// hostname : 8099/」 
です。 「 hostname 」 の部分には本装置のコンピュータ名または IP アドレスを入力 
してください。 

□ 正しいポート番号を指定していますか？ 

—ポート「8098」を使用する場合は、 URL ウィンドウで https :// を指定しているこ 
とを確認してください。 https :// を付けずにアプリケーションのアドレスを入 
力すると、動作しません。 

WebUI が正しく動作しない 

□ 正しい Web ブラウザを使用していますか？ 

—サボートしている Web ブラウザは 、 Internet Explorer 5.5 以降です。それ以外 
のバージョンおよび Netscape はサポ_卜していないので、正しく動作しませ 
ん〇 

WebUI に接続すると、ブラウザで「ページが表示できません」という エラー 画面が表示 

される 

□ 正しい URL を指定していますか？また、マシン名や IP アドレス等を変更していませ 
んか 1 ? 

—ネットワーク負荷がかかっているか、本装置へのアクセスが集中して、レスポ 
ンスが遅くなっている可能性があります。しばらく待ってから再びアクセスし 
てください。 

- 本装置の管理 Web サイトが停止している可能性があります。リモートデスク 
トップ機能を用いるか、本装置を直接操作し、以下の操作を行ってください。 

1. 本装置のデスクトップの「インターネットインフォメーションサービス 
( IIS ) マネージャ」を起動する。 

2. 左側のツリーより[サーパー名]— [ Web サイト]を開く。 

3. [ Administration ] が停止していた場合、選択して右クリックし、[開始]を 
選択する。 

—必要なサービスが停止している可能性があります。リモートデスクトップ機能 
を用いるか、本装置を直接操作し、下記サービスが起動していることを確認し 
てください。 

— IIS Admin Service 
— Web Wide Web Publishing Service 
- HTTP SSL 
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® WebUI に接続すると、ブラウザで 「 InternetExplorer のセキュリティの設定により、リ 

モート管理用 Web インターフェイスは利用できません。」という画面が表示される。 

□ クライアント側のブラウザは正しく設定されていますか？ 

— WebUI にアクセスするには、クライアント側のスクリプトを有効にしなければ' 
なりません。また、 WebUI の機能のいくつかは ActiveX コント□—ルとファイ 
ルのダウン□ー ドが有効である場合にのみ正しく動作します。 

Internet Explorer を使用する場合、ゾーンの構成に応じて、「信頼済みサイト」 
または「□一カルイントラネット」のゾーンにその Web サイトを追加すること 
で、これらの機能を有効にすることができます。セキュリティゾーンおよび設 
定についての詳細は 、 Internet Explorer のヘルプを参照してください。 

なお、 WebUI を「信頼済みサイト」または「□一カルイントラネット」のセキュリ 
ティゾーンに追加するには以下の手順で行います。 

1 .Internet Explorer の[ツール]—[インターネットオプション]をクリックす 
る 0 

2. [セキュリティ]タブをクリックし、[信頼済みサイト]または[イントラネッ 
卜]をクリックしてから、[サイト]をクリックする。 

3. [次の Web サイトをゾーンに追加する]ボックスに、このゾーンに追加す 
る Web サイトのインターネットアドレスを入力して、[追加]をクリックす 
る。 

^ WebUI の各種ページに接続すると、ブラウザで「ページが表示できません」というエ 

ラー画面や白いページが表示される 

□ 必要な Web サイトが停止していませんか？ 

以下の操作を行い、 Web サイトを開始してください。 

1. WebUI の[メンテナンス]-[リモートデスウトップ]より、本装置に□グオ 
ンする。 

2. デスクトップの「インターネットインフォメーションサービス （ IIS ) マネー 
ジャ」を起動する。 

3. 左側のツリーより[サーパー名]一 [ Web サイト]を開く。 

4. 停止している Web サイトを選択して右クリックし、[開始]を選択する。 

□ 必要なサービスが停止していませんか？ 

—リモートデスクトップ機能を用いるか、本装置を直接操作し、必要なサービス 
が起動していることを確認してください。（該当サービスについては各説明書を 
参照してください。） 

□ 本装置の 「 Windows ファイアウォール」の詳細設定を正しく設定していますか？ 

「 Windows ファイアウォール」の詳細設定を行った際に適切なサービスポートを 
許可しなかった可能性があります。4章の「ファイアウォール設定」を参照し、必 
要なサービスへのアクセスを許可してください。 

なお、リモートデスクトップ機能が使用できない場合は、本装置を直接操作 
し、4章の「ファイアウォール設定」の手順3以降を参照し、「リモートデスク 
トップ」サービスへのアクセスを許可する必要があります。 


7故障かな？と思つたときは 
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□ WebUI の[ネットワーク]-[管理 Web サイト](管理 Web サイトのプ□パティ）で管理 
Web サイトへのアクセスに使用する IP アドレスを「0.0.0.0」に設定しませんでしたか？ 



- NIC が正常に機能していない場合 ( IP アドレスが指定されていない、 LAN ケーブ 
ルが繫がっていない等)に、 WebUI の[ネットワーク]一[管理 Web サイト](管理 
Web サイトのプ□パティ）で「この IP アドレスのみ」をチェックした際に選択可能 
となるリスト内に「0.0.0.0」が表示される場合があります。これを設定した場 
合、不正なパラメータが設定されたとして管理 Web サイト 「 Administration 」 が 
停止してしまいます。正常に開始するには、本装置へ□一カルアクセスし、次 
の作業を行ってください。 

1. デスクトップ上にある「インターネットインフォメーシヨンサービス （ IIS ) 
マネージャ」シヨートカットをダブルクリックする。 

2. 停止している 「 Administration 」 サイトを右クリックし、「プロパティ」を選 
択する。 


[ Web サイト]タブが選択された状態で Administration のプ□パティか'開き 
ます。 
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3 . 


「 Web サイトの識別」内の 「 IP アドレス」のリストボックスから NIC 1 に指定 
されている IP アドレスを選択し、[〇 K ] または[適用]をクリツクする。 


4. 「 Administration 」 サイトを選択し、[開始]ボタンをクリックする。 



以上で、 NIC 1 の IP アドレスを用いて、リモートマシンから WebUI でアクセスす 
ることが可能になります。なお、今後「0.0.0.0」が表示された場合は、これを選 
択しないようにしてください。 

p-OBE 

•「 Administration 」 サイトが正常に開始した後は、「未使用の IP アドレスのすべて」 
を選択し直すことが可能です。また、 NIC 2 に IP アドレスが正常に指定されている 
場合には、 NIC 2 の IP アドレスを指定することも可能です。 

• 手順 2-3 を行わずに、 「 Administration 」 サイトを起動しようとしてもエラーとな 
り、起動できませんので注意してください。 




7故障かな？と思つたときは 
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® リモートデスクトップ機能を使用した際に以下のエラーが表示される 


I VBScript ： リモートデスクト9ブエラー 

凶 

サーバーへの招続エラー: WMSo この棟能を 

使用するには、サ' 

[ . OR ： …一 

-パーのリモートデスクトップを有幼してくださ U 

] 


□ リモートデスウトップへの接続制限数を超えていませんか？ 

—リモートデスクトップ接続で許可された最大接続数を超過している可能性があ 
ります。リモートデスクトップ接続している他の画面を終了させてください。 

その後も同様のメッセージが表示される場合は、一度ブラウザを終了した後し 
ばらく経ってから操作を行ってください。約15分で使用されていないセッショ 
ンの場合は自動的に切断されます。 

それでもメッセージが表示される場合は、本装置を再起動してください。 

なお、リモート管理用として一度に実行できるセッションは2つのみです。セッ 
ションを実行したままにすると、他のユーザーの操作に影響を与える可能性が 
あります。処理が終わったら、必ずセッションを切断してください。 

□ 本装置の 「 Windows ファイアウォール」の詳細設定を正しく設定していますか？ 

— 「 Windows ファイアウォール」の詳細設定を行った際に、「リモートデスクトッ 
プ」を許可しなかった可能性があります。 

この状態になってしまうと、リモートデスクトップ機能は使用できません。本 
装置を直接操作し、4章の「ファイアウォール設定」の手順3以降を参照し、「リ 
モートデスクトップ」他、必要なサービスへのアクセスを許可してください。 

□ リモートデスウトップへの接続設定を無効にしていませんか？ 

—本装置の「マイコンピュータ」のプロパティの[リモート]設定で、リモートデス 
クトップ接続を許可するチエックボックスをはずしてしまった可能性がありま 
す。 

本装置を直接操作し、上記チエッウボックスを選択してください。 

、心 WebUI で設定した変更内容に更新されていない 

□ 設定を変更したら、 [0 K ] をクリックして、変更を有効にしてください。また再起 
動の指示があった場合は、指示に従って再起動してください。 
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? 電源が OFF にならない 

□ セッション中に POWER スイッチを押しませんでしたか？ 

—リモートデスクトップで□グイン時、もしくはセッションが切断されていない 
状態で、本装置の POWER スイッチを押してしまった可能性があります。その 
場合、本装置の POWER スイッチを押してもシャットダウンすることができま 
せん。この状態では、 WebUI を使用したシャットダウン、リモートデスクトッ 
プからのシャットダウンができなくなります。本装置にキーボードもしくはマ 
ウスとディスプレイを接続すると、画面に次のメッセージが表示されていま 
す。 



[0 K ] を選択してシャットダウンさせてください。 

ここで、画面に何も表示されていない場合、もしくは、キーポード、もしくは 
マウスとディスプレイを接続できない場合は、本装置の POWER スイッチを、 

4秒程度押して、強制終了させてください。 

□ POWER スイッチの機能を無効にしていませんか？ 

-いったん本装置を再起動して、 BIOS セットアップユーティリティを起動してく 
ださい。 

く確認する メニュ ー:「 Security」—「Power Switch Inhibit 」—「 Disabled 」〉 

□ 本装置が Secure Mode で動作していませんか？ 

— Secure Mode 中は POWER スイッチが機能しません(強制電源 OFF も含む）。 
Secure Mode を解除するにはキーポードから BIOS セットアップユーティリ 
ティで設定したユーザーパスワードを入力してください。 

〇 WebUI からシャットダウンを実行したが、電源が OFF にならない 

□ セッション中に POWER スイッチを押しませんでしたか？ 

- リモートデスクトップで□グイン時、もしくはセッションが切断されていない 
状態で、本装置の POWER スイッチを押してしまった場合、 WebUI からの 
シャットダウンは成功しません。上記のトラブルシューティングを参照して、 
対処してください。 

POWER スイッチを押していない状態で、電源が OFF にならない場合は、最後 
のリモートデスクトップの使用から15分以上経過していることを確認した後、 
POWER スイッチを押してください。それでも再起動できない場合は、システ 
ムがハングアップしている可能性があります。本装置の POWER スイッチを4秒 
程度押して、強制終了させてください。 


7故障かな？と思つたときは 
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® WebU 晒面で、上部に「状態：警告」もしくは「状態：情報」と表示される 

□ 警告 • 情報の内容を確認して消去を実行していますか？ 

一 WebUI より警告がある場合に表示されます。「状態：警告」もしくは「状態：情 
報」の部分をクリックした後に、警告の対象となっているメッセージをクリック 
すると、警告内容の詳細が画面下部に表示されます。そこで「メッセージの消 
去」をクリックすることにより、状態が「状態：通常」と変化します。複数警告が 
ある場合には、すべてのメッセージに対して上記操作を行ってください。 

^ WebUI 画面でストリーミングタブの項目を選択した際や、ストリーミングタブのコン 

テンツ管理画面で操作した際に、 SSL 証明書に関する警告が表示される 

□ サーバ名を変更していませんか9 

-本装置では、 SSL 証明書をインストールして出荷していますが、お客様の環境 
でサーパ名を変更した場合、この証明書とサーパ名が異なるため、 SSL 証明書 
に関する警告が表示される場合があります。この問題を解決するには、3章「シ 
ステムのセットアップ」の「サーパー証明書の更新」の処理を行ってください。 

ストリーミング配信メニューのために、 Web サーバで Default Web Site ( HTTP / 

ポート 80 ) を利用しようとしたが利用できない 

□ 設定を正しく変更していますか？ 

—本装置では、 HTTP ポート(ポート 80) は、 Windows Media Service でのスト 
リーミング配信用に使用されています。ストリーミング配信メニューのために 
Web サーバを立ち上げる場合は、 Windows Media ザービスの HTTP 配信機能を 
停止した後に、 Web サーバを起動する必要があります。以下の手順で設定して 
ください。 

1. WebUI を起動し、[ストリーミンク']— [Windows Media サービス 9] を選択 
して、 Windows Media サービスの Web 管理インタフェースを起動する。 

2. マシン全体の[プロパティ]より、[制御プ□トコル]を選択する。 

3. [WMS HTTP サーバ制御プロトコル]をチェックした状態で[無効]をク 
リックし、プラグインを無効にする。 

4. WebUI から[メンテナンス]—[リモートデスクトップ]を選択し、 
Administrator 権限のユーザーで□グインした後、デスクトップ画面の[イ 
ン ター ネットインフォメーションサービス ( IIS ) マネージャ]のアイコン 
をクリックする。 

5. [Web サイト]を展開し、 [Default Web Site ] を選択した状態で、右クリッ 
クし、[開始]を選択して Web ページを有効化させる。 

HTTP ポート(ポート 80) での Web サーバが起動します。 
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? St 「 eamP 「 o / WM 9 S - Plus をアンインストールした後、再度インストールを行ったと 

ころ、ストリーミング管理画面が表示されない 

□ SSL を正しく設定していますか？ 

— St「eamP「o/WM9S-Plus はインストール時に SSL の設定を自動で行いません。 
説明書を参照して、 SSL の設定を行ってください。 

^ POST が終わらない 

□ メモリが正しく搭載されていますか？ 

—最低2枚1組の DIMM が搭載されていないと動作しません。 

□ 大容量のメモリを搭載していますか？ 

—搭載しているメモリサイズによってはメモリチェックで時間がかかる場合が 
あります。しばらくお待ちください。 

□ 本装置の起動直後にキ_ボ_ドやマウスを操作していませんか？ 

起動直後にキーボードやマウスを操作すると、 POST は誤ってキーボードコン 
トローラの異常を検出し、処理を停止してしまうことがあります。そのときは 
もう一度、起動し直してください。また、再起動直後は、 BIOS の起動メッセー 
ジなどが表示されるまでキーポードやマウスを使って操作しないよう注意して 
ください。 

□ 本装置で使用できるメモリ • PCI デパイスを搭載していますが？ 

-弊社が指定する装置以外は動作の保証はできません。 

□ アレイボードは正しく取り付けられていますか？ 

—アレイボードの取り付け状態やハードディスクドライプとのケーブルの接続状 
態を確認してください。 

また、 BIOS の設定についても確認してください。 

□ 画面上にエラーメッセージは出ていませんか？ 

—画面上のエラーメッセージを確認し、適切な対処をしてください (—251 ぺージ)。 

□ 0S 起動（ネットワークプートを含む）を行う PCI ボードを除き、 BIOS セット 
アップユーティリティの設定で PCU □ットの OptionROM 設定が DisaWed になっ 
ていますか9 

— BIOS セットアップユーティリティで設定を確認してください。 

く確認するメニュー： 「Advanced」—「PCI Configuration」〉 

□' 内蔵デバイスや外付けデバイスにアクセスできない（または正しく動作しない) 

□ ケープルは正しく接続されていますか？ 

—インタフェースケープルや電源ケープル（コード)が確実に接続されていること 
を確認してください。また接続順序が正しいかどうか確認してください。 

□ 電源 ON の順番を間違っていませんか？ 

-外付けデパイスを接続している場合は、外付けデパイス、本装置の順に電源を 
ON にします。 

□ ドライパをインストールしていますか？ 

—接続したオプションのデパイスによっては専用のデパイスドライパが必要なも 
のがあります。デパイスに添付の説明書を参照してドライパをインストールし 
てください。 
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□ 本装置で使用できる SCSI 装置ですか？ 

—弊社が指定する装置以外の動作は保証できません。 

□ SCSI 装置の設定を間違えていませんか？ 

—外付け SCSI 装置を接続している場合は 、 SCSI ID や終端抵抗などの設定が必要 
です。詳しくは SCSI 装置に添付の説明書を参照してください。 

□ BIOS の設定を間違えていませんか？ 

- PCI デバイスを接続している場合は、本装置の BIOS セットアップユーティリ 
ティで PCI デパイスの割り込みやその他の詳細な設定をしてください。 PCI デパ 
イスについては通常、特に設定を変更する必要はありませんが、ポードによっ 
ては特別な設定が必要なものもあります。詳しくはボードに添付の説明書を参 
照して正しく設定してください。 

<確認する メニュ ー ： rAdvancedJ -<•「Advanced Chipset Control」—「PCI 
Device 」> 

—シリアルポート、 USB ポートに接続しているデパイスについては、 I / O ポート 
アドレスや動作モードの設定が必要なものもあります。デパイスに添付の 
説明書を参照して正しく設定してください。 

<確認する メニュ ー ： 「 Advanced 」—「 I/O Device Configuration 」〉 

□ SCSI コントローラ（オプション）の設定を間違えていませんか？ 

- オプションの SCSI コント□—ラボードを搭載し、 SCSI 装置を接続している 
場合は、 SCSI コント□—ラボードが持つ BIOS セットアップユーティリティで 
正しく設定してください。詳しくは SCSI コントローラボードに添付の説 B 月書を 
参照してください。 

なお、 SCSI コント□—ラポードが持つ BIOS セットアップユーティリティを 
設定する際は、設定をするス□ット以外の本体の BIOS セットアップユーティリ 
ティの Option ROM 設定を DisaWed 設定にしてください。 

く確認する メニュ ー：「 Advanced」「PCI Configuration 」〉 

キーボードやマウスが正しく機能しない 

□ ケーブルは正しく接続されていますか？ 

—本装置背面にあるコネクタに正しく接続されていることを確認してください。 
- 本装置の電源が ON になっている圊に接続すると正しく機能しません ( USB デパ 
イスを除く）。いったん本装置の電源を OFF にしてから正しく接続してくださ 
い。 

□ BIOS の設定を間違えていませんか？ 

—本装置の BIOS セットアップユーティリティでキーボードの機能を変更したり、 
マウスを無効にしたりすることができます。 BIOS セットアップユーティリティ 
で設定を確認してください。 

<確認する メニュ ー ： 「 Advanced 」—「 I/O Device Configuration 」— 

「 PS /2 Mouse」、rAdvanced J -►「 Numlock 」> 

□ 本装置が Secure Mode で動作していませんか？ 

― Secure Mode 中はキーボードやマウスが機能しません 。 Secure Mode を解除 
するにはキーボードから BIOS セットアップユーティリティで設定したユーザー 
パスワードを入力してください。 
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? フロッピーディスクにアクセス(読み込みまたは書き込みが）できない 

□ フロッピーディスウをフロッピーディスウドライブにセットしていますか？ 

—フロッピーディスクドライプに「カチッ」と音がするまで確実に差し込んでくだ 
さい。 

□ 書き込み禁止にしていませんか？ 

—フロッピーディスクのライトプ□テクトスイッチのノッチを「書き込み可」に 
セットしてください。 

□ フォーマットしていますか9 

-> フォーマット済みのフロッピーディスクを使用するか、セットしたフロッピー 
ディスクをフォーマットしてください。フォーマットの方法については、 0 S に 
添付の説明書を参照してください。 

□ BIOS の設定を間違えていませんか9 

—本装置の BIOS セットアップユーティリティでフロッピーディスクドライブを無 
効にすることができます。 BIOS セットアップユーティリティで設定を確認して 
ください。 

く確認する メニュ ー：「 Main」—「Legacy Diskette A 」> 

□ 本装置が Secure Mode で動作していませんか？ 

— Secure Mode 中は、設定内容によってはフロッピーディスクドライブへの書き 
込みが禁止されている場合があります 。 Secure Mode を解除するにはキーボー 
ドから BIOS セットアップユーティリティで設定したユーザーパスワードを入力 
してください。 

□ ケーブルは確実に接続されていますか？ 

フロッピーディスクドライブインタフェースケープルが確実に接続されている 
ことを確認してください。 

^ DVD / CD - ROM にアクセスできない 

□ DVD - ROM ドライプのトレーに確実にセットしていますか？ 

—トレーにはディスクを保持するホルダーがあります。ホルダーで確実に保持さ 
れていることを確認してください。 

□ 本装置で使用できる DVD / CD - ROM ですか？ 

― Macintosh 専用のディスクは使用できません。 

□ ケーブルは確実に接続されていますか？ 

— DVD - ROM ドライプのケープルが確実に接続されていることを確認してくださ 
い。 

^正しい DVD / CD - ROM を挿入したのに以下のメッセージが表示される 


CD - ROM が揷入されていないか、誤った 
CD - ROM が揷入されています。 

正しい CD - ROM を揷入してください。 


0 K 
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□ ディスクのデータ面が汚れていたり、傷ついていたりしていませんか？ 

— DVD - ROM ドライブからディスクを取り出し、よごれ、傷などがないことを確 
認してから、再度ディスクをセットし、 [0 K ] をクリックしてください。 

八ードディスクドライブにアクセスできない 

□ 本装置で使用できるハードディスウドライブですか？ 

—弊社が指定する装置以外は動作の保証はできません。 

ビ PCI デパイスを増設後、正しく動作しなくなった 

□ ボードを正しく取り付けていますか？ 

— 8章を参照して正しく取り付け直してください。 

□ ポードに割り当てた割り込み設定を間違えていませんか？ 

— 6章を参照して正しく設定して<ださい。 

□ 0 S 起動を行う、アレイボードを除き、 BIOS セットアップユーティリティの設定で 
Option ROM 設定が、 SCSI 力ードの搭載ス□ットは Disabled になっていますか？ 

一 BIOS セットアップユーティリティで設定を確認してください。 

く確認するメニュー： 「 Advanced」—「PCI Configuration 」〉 

□ ネットワークボードを増設し、ネットワークブートを行わない場合、 BIOS セット 
アップユーティリティの設定で増設した Slot の〇 ption ROM 設定が Disabled になっ 
ていますか9 

— BIOS セットアップユーティリティで設定を確認してください。 

く確認するメニュー ： rAdvancedJ 「PCI Configuration 」〉 

: X ) ネットワーク上で認識されない 

□ ケーブルを接続していますか？ 

—本装置背面にあるネットワークポートに確実に接続してください。また、使用 
するケープルがネットワークインタフエースの規格に準拠したものであること 
を確認してください。 

□ BIOS の設定を圊違えていませんか？ 

—本装置の BIOS セットアップユーティリティで内蔵の LAN コントローラを無効に 
することができます。 BIOS セットアップユーティリティで設定を確認してくだ 
さい。 

く確認するメニュ ー：「 Advanced」 ― 「PCI Configuration 」— 

「Embedded NIC (Dual Gbit ) J > 

□ プロトコルやサービスのセットアップを済ませていますか？ 

—本装置専用のネットワークドライパをインス!ルしてください。また、 TCP / 
IP などのプロトコルのセットアップや各種サービスが確実に設定されているこ 
とを確認してください。 

□ 転送速度の設定を間違えていませんか？ 

—本装置に標準で装備されている内蔵の LAN コント□—ラは、転送速度が 
IGbps 、 100 Mbps 、10 Mbps のどのネットワークでも使用することができま 
す。この転送速度の切り替えまたは設定は 「 PROSet 」 から行いますが、「才ート 
ネゴシエーション最適速度」という機能は使用せず、 nooo 」、 noo 」、 no 」 の 
どちらかに設定してください。また、接続している Hub と転送速度やデュプ 
レック スモー ドが同じであることを確認してください。 
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? スタンバイ状態から Wake on LAN が動作しない 

□ ネットワーク（周辺機器)の設定を正しくしていますが？ 

- Hub / クライアント共に1000 M 固定設定ではスタンバイ状態から Wake on LAN 
ができません。 

Hub 設定は Auto-Negotiation にしてください。またクライアント側は Auto 
Negotiation / 最適速度設定にしてください。 


Windows Media 9 Appliance Server について 

、ダ os を起動できない 

□ フロッピーディスクをセットしていませんか？ 

—フロッピーディスクを取り出して再起動してください。 

□ EXPRESSBUILDER ( SE ) CD-ROM をセットしていませんか？ 

— EXPRESSBUILDER ( SE ) CD-ROM を取り出して再起動してください。 

□ OS が破損していませんか？ 

—修復プ□セスを使って修復を試してください (288 ベージ)。 

障害発生時、「自動的に再起動する」の設定で、設定どおりに動作しない 

—コント□—ルパネルの[システム]で障害発生時に「自動的に再起動する」の設定 
にかかわらず、自動的に再起動する場合や再起動しない場合があります。再起 
動しない場合は、手動で再起動してください。 

[コントロールパネル]->[システム]-►[詳細]—[起動/回復] 

^ ブルー画面で電源 OFF ができない 

-ブルー画面で電源を OFF にする時は、強制電源 0 FF ( P 0 WER スイッチを4秒間 
押し続ける)を行ってください。一度押しでは電源は 0 FR こなりません。 

^ リモートデスクトップより、 Windows Media サービスの MMC 管理コンソールを起 

動した際に、管理できるサーバない 

□ マシン名を変更していませんか？ 

― Windows Media サービスの MMC 管理コンソールより起動すると、初期セット 
アップ等で、マシン名を変更した場合、管理対象サーパから、口ーカルサーパ 
が消える場合があります。以下の手順で管理コンソールに□—カルサーバを追 
加することができます。 
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起動画面上の「一 Add a server 」 の矢印部分をクリックする。 



2. サーバの追加ダイアログボックスで、 「 localhost 」 と入力し、[〇 K ] をク 
リックする。 



以上の処理で□一カルホストの管理ツリーが追加されます。 

LAN ドライバの速度設定を1000 Mbps から100 Mbps に変更したのに ESMPRO / 

統合ビューアのデータビューアでネットワークの詳細を参照すると、設定したスピー 

ドが不正に表示 （1000 Mbps ) される 

□ 問題ありません。 

- LAN ドライパの速度設定を変更した場合、表示が不正になりますが、 LAN ドラ 
イパの動作には影響ありません。 

^ 「コンピュータの管理」一「システムツール j — r システム情報」一「システム概要」表示に 

て、プロセッサのスピードが正しく表示されない 

□ 問題ありません。 

—表示が不正になりますが、装置の動作には問題ありません。 

^ 「システムプロパティ」一「全般」タブの中で、プロセッサの名称がずれて表示される 

- 装置の動作には問題ありません。 
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イベントビューアの□クについて 

運用中にイベントビューアに記録される□ヴについて説明します。 

^ プリンタ関連の エラーが ある 

□ 問題ありません。 

—管理 PC にプリンタドライパが組み込まれている場合、リモートデスクトップ機 
能を使用して本装置に接続するとプリンタ関連のエラーが本装置のイベントロ 
グに出力される場合がありますが、動作上の問題はありません。 

^ クラッシュダンプやメモリに関するログがある_ 


説明の） 

クラッシュタ 4 ンアを使用できません。 NT はクラッシ1グンアに対してア-卜 i \°- テイシヨンのへ°-グフアイル 
を初期化できませんでした。システムに物理メモリが 3.8 GB 以上あることが原因の可能性があり 
ます。 


I n-O ログが残らない場合がありますが、障害が起きた際に原因を早急に確認できるよう以 
jpg 下の説明と同様の解決手段をとっておくことをお勧めします。ページングファイルサ 
イズの説明については、4章の「ディスクとメモリ管理」を参照してください。 

□ メモリの増設をしていませんか？ 

- メモリを増設した場合は、ページングファイルのサイズも増やす必要がありま 
す。増設したメモリに相応するようにページングファイルのサイズを設定し直 
してください。 

ページングファイルサイズは、搭載メモリ X 1.5 倍以上が基本です。 

必ず 0 S パーティションに上記サイズを確保してください。 STOP エラー発生時 
にメモリダンプを採取するために必要です。 

[コント□—ルパネル]の[システム]を選択し、[パフォーマンス]をクリックし 
ます。「仮想メモリ」の[変更]をクリックしてください。 

初期サイズと最大サイズを変更し、[変更]をクリックします。 

再起動が必ず必要です。 

^ 警告とエラーが記録されている 

イペント D : 11 
ソース： lANSMiniport 

種類： 警告 

分類： なし 

説明： 次のアダプタリンクは接続されていません。 

lntel ( R ) PRO / 1000〜 

ィペント D : 13 
ソース： lANSMiniport 

種類： 警告 

分類： なし 

説明： lntel ( R ) PRO /1000 〜がチームで無効化されました。 
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イペン hID: 

16 

ソース： 

種類： 

分類： 

説明: 

lANSMiniport 

エラー 

な し 

チーム#0、最後のアダプタはリンクを失いました。ネットワークの接 
続が失われました。 

イペン MD: 

ソース： 

種類: 

分類： 

説明: 

22 

lANSMiniport 

警告 

なし 

プライマリアダプタはプローブを検出しませんでした。 lntel(R)PRO/ 
1000 〜原因でチームが分割されている可能性があります。 


□ 問題ありません。 

— Teaming の設定をした場合、システム起動時に上記のイベントログが記録され 
ますが、 LAN ドライパの動作上問題ありません。 

^警告が記録されている（その1 )_ 


イベントの： 

37 

説明： 

ライプラリ内で不明な問題が発生したため、 WMI ADAP は"ファイル 
名"パフォーマンスライブラリを読み込むことができませんでした。 
また OxOService Pack 3 CD-ROM を使用した場合は、 DVD/CD-ROM 
ドライプから抜き取ってください。 

イベント ID: 
説明： 

41 

Collect 関数で時間違反があったため、 ADAP は"ファイル名"パフォー 
マンスライプラリを処理できませんでした。または 009 サブキーで値 
が見つからなかったため、 WMI ADAP はパフォーマンスライブラリ n 
ファイル名"のオブジェクトインデックス"インデックス番号"を作成 
しませんでした。 

イベント ID: 
説明： 

61 

open 関数で時間違反があったため、 WMI ADAP は"ファイル名" 
パフオーマンスライブラリを処理できませんでした。 


□ 問題ありません。 

—カウンタの問題または WMI(Windows Management Instrumentation) パ 
フォーマンスライプラリ dredger の無効な正の戻り値が原因で登録されること 
がありますが、運用上は特に問題はありません。 
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③警告 （ LoadPerf ) が記録されている（その 2) 


イベント ID : 2000 

説明： インストールファイルでオブジェクトの一覧が見つかりませんでし 

た。オブジェクトの一覧をインストールファイルに追加すると、 
パフォーマンスカウンタを計測するときに、システムのパフォーマン 
スが改善されます。 

□ 問題ありません。 

->• WMKWindows Management Instrumentation ) が表示されたパフォーマンス 
カウンタを求めることが原因で登録されることがありますが、運用上は特に問 
題はありません。 

^ 警告 (「 asctrs ) が記録されている（その 3) 

イベント ID : 2001 

説明： インス I ルファイルでオブジェクトの一覧が見つかりませんでし 

た。オブジェクトの一覧をインストールファイルに追加すると、 
パフォーマンスカウンタを計測するときに、システムのパフォーマン 
スが改善されます。 

□ 問題ありません。 

― Systemroot ¥ system 32 ¥drivers フォルダ配下に NDISWAN.SYS が存在するか 
どうか確認してください。システムの再起動後に本エラーが登録されていない 
場合は、運用上は特に問題はありません。 

□' エラーが記録されている（その1 ) 

イベントの：107 
ソース： WMIxWDM 

説明： 報告されたマシンチェックイペントは致命的なエラーです。 

□ 問題ありません。 

—本エラーログは「致命的なエラー」として登録されますが、 WMIxWDM は回復可 
能なエラーがプロセッサ内で発生したときに登録されるイベントであり、致命 
的なエラーではありません。 

エラー内容は、 CPU 内部にてエラーを検出したことを示していますが、エラー 
は自動的に訂正されるため、運用上は問題ありません。 
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㉝ 


エラーが 記録されている（その 2) 

イベントの：10016 


ソース: 

種類: 

説明: 


DCOM 

エラー 

アプリケーション固有権限の設定では 、 CLSID { BA 126 AD 1-2166- 
11 D 1- B 1 D 0-00805 FC 1270 E } をもつ COM サーパーアプリケーショ 
ンに対する口ーカルアクティブ化アクセス許可をユーザー NT 
AUTHORITY¥NETWORK SERVICE SID ( S -1-5-20) に与えることは 
できません。このセキュリティのアウセス許可は、コンポーネント 
サービス管理ツールを使って変更できます。 

詳細な情報は、 http :// go . microsoft . com / fwlink / events.asp の[ヘル 
プとサポートセンター]を参照してください。 

□ 問題ありません。 

一 LAN ポードを増設した後の初回起動時に発生することがあります。2回目以降 
は記録されませんので無視してください。運用上、特に問題はありません。 

： X ! エラー （ SCSI ポート）が記録される（その 3) 

―パックアップ装置を本装置の SCSI コントローラ（オンポード SCSI ) に接続して使用 
する場合は、パックアップ装置のファームウェアアップデートが必要になる場合が 
あります。ファームウェアパージョンの確認およびファームウェアアップデートの 
方法は5章、「ストリーミングサーパソフトウエア」の「パックアップ装置ファーム 
ウェアアップデートツール」を参照してください。 


㉝ 


アプリケーションログにエラーが記録されている 


イベント ID : 323 


ソース: 

種類： 

説明: 


WMServer 
エラー 

サー パのプラグイン 「WMS Client Logging 」 が次の情報で失敗しまし 
た：エラーコード= 0 x 80072 af 9、 エラーテキスト2そのようなホス 
卜は不明です。' 


□ 問題ありません。 

—ネットワークの線を抜いた状態で起動した場合に発生します。ネットワーク接 
続が有効な状態では本ェラーは発生しません。 
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Windows Media サービス について 

vX マルチキャスト配信が停止する 

-長時間マルチキャスト配信を行うと、公開ポイントが停止する場合があります。停止 
した場合、その公開ポイントのマルチキャストアナウンスメントウィザードを再度実 
行し、公開ポイントを開始してください。 

なお、本現象についてはマイク□ソフト社で調査中です。正式な見解は、マイウロソ 
フト社から公開される情報をお待ちください。 

'/ メモリリークが発生する 

—長時間連続起動していると、メモリリークが発生する場合があります。システムの再 
起動を定期的に実施してください。なお、本現象についてはマイク□ソフト社で調査 
中です。正式な見解は、マイク□ソフト社から公開される情報をお待ちください。 
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EXPRESSBUILDER (SE) につし、て 

EXPRESSBUILDER ( SE ) から本装置を起動できない場合は、次の点について確認してくだ 
さい。 

□ POST の実行中に EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM をセットし、再起動しましたが？ 
— POST を実行中に EXPRESS 巳 UILDER ( SE ) CD - ROM をセットし、再起動しないとエ 
ラーメッセージが表示されたり、 0 S が起動したりします。 

□ 巳 IOS のセットアップを間違えていませんか？ 

-> 本装置の BIOS セットアップユーティリティで起動デパイスの優先順位を設定するこ 
とができます。 BIOS セットアップユーティリティで CD - ROM ドライプが最初に起動 
するよう順序を変更してください。 

く確認するメニュー： 「 Boot 」> 

EXPRESSBUILDER ( SE ) の実行中、何らかの障害が発生すると、以下のようなメッセージ 
が表示されます。メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

原因と処理方法 

本プログラムの動作対象マシンではあり 
ません。 

EXPRESSBUILDER (SE) の対象マシンではありませ 
ん。対象マシンで実行してください。 

NvRAM への アクセスに失敗しました。 

不揮発性メモリ （NvRAM) にアクセスできません。 

ハードディスクへのアクセスに失敗しま 
した。 

ハードディスクドライプが接続されていないか、ハード 
ディスクドライプが異常です。ハードディスクドライブ 
が正常に接続されていることを確認してください。 

マザーボード上に装置固有情報が存在し 
ません。オフライン保守ユーティリティ 
の[システム情報の管理]を使用してパ 
ックアップした情報をリストアするか、 
情報を書き込んでください。この作業は 
保守員以外は行わないでください。オフ 
ライン保守ユーティリティを起動します 
か？ 

マザーボード交換時など、 EXPRESSBUILDER (SE) 

が装置固有情報を見つけられない場合に表示します。 
保守員はオフライン保守ユーティリティを使用して情 
報を書き込んでください。 


この他にも障害を検出するとエラーメッセージが表示されます。表示されたメッセージを記 
録して保守サービス会社までご連絡ください。 

ディスクアレイに関するセットアップ中に障害を検出するとディスクアレイのセットアップ 
をスキップします。このようなメッセージが現れた場合は 、 LSI Logic ディスクアレイコン 
卜□ーラまたはハードディスクドライプに障害が発生しているおそれがあります。保守サー 
ビス会社に保守を依頼してください。 
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マスターコントロールメニューについて 

ぶ オンラインドキュメントが読めない 

□ Adobe Acrobat Reader が正しくインストールされていますか？ 

-オンラインドキュメントの一部は、 PDF 形式で提供されています。あらかじめ 
Adobe Acrobat Reader(Version 4.05以上)をご使用のオペレーティングシス 
テムへインストールしておいてください。なお 、 Adobe Acrobat Reader は、 
EXPRESSBUILDER ( SE ) からインストールすることができます。マスターコン 
トロールメニューを起動後、「ソフトウェアのセットアップ」の 「Adobe 
Acrobat Reader 」 を選択してください。 

y ; オンラインドキュメントの画像が見にくい 

□ ご使用のディスプレイは、256色以上の表示になっていますか？ 

—ディスプレイの設定が256色未満の場合は、画像が見にくくなります。256色 
以上の表示ができる環境で実行してください。 

マスターコントロールメニューが表示されない 

□ ご使用のシステムは 、 Windows NT 4.0 以降、または Windows 95以降ですか？ 
— CD - R 〇 M の Autorun 機能は 、 Windows Server 2003 /Windows 2000,およ 
び Windows NT 4.0 、 Windows 95以降でサポートされた機能です。それ以前 
のバージョンでは自動的に起動しません。ご注意ください。 

□ < Shift > キーを押していませんか9 

―く Shift 〉 キーを押しながら CD - R 〇 M をセットすると、 Autorun 機能がキャンセ 
ルされます。 

□ システムの状態は問題ありませんか？ 

-システムのレジストリ設定や CD - ROM をセットするタイミングによっては 
メニューが起動しない場合があります。そのような場合は、 CD - ROM の 
¥ MC ¥1 ST . EXE を エクスプローラ 等から実行してください。 

¥ メニュー項目がグレイアウトされている 

□ ご使用の環境は正しいですか？ 

-実行するソフトウェアによっては、管理者権限が必要だったり、本装置上で 
動作することが必要だったりします。適切な環境にて実行するようにしてくだ 
さい。 
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ディスクアレイについて 

ディスクアレイに関するトラブルについては次の項目について確認してください。 

本装置に標準装備の Adaptec HostRAID については次に記載する内容、またはオンラインド 
キュメント 「Adaptec Storage Manager ™ ユーザーズガイド」を参照してください。 
オプションのディスクアレイに関するトラプルについてはオプションポードに添付の説明書 
を参照してください。 

、わ 0 S をインス I -ールできない 

□ ディスクアレイコントローラのコンフィグレーションを行いましたか？ 

—ディスウアレイコントローラのコンフィグレーションユーティリティを使って 
正しくコンフィグレーションしてください。 

□ □ジカルドライブを複数作成していませんか？ 

- ロジカルドライプを1つだけ作成してからインス I ルしてください。 

0 S を起動できない 

□ ディスクアレイコントローラの BIOS 設定が変更されていませんか？ 

— POST の画面からディスクアレイ BIOS ユーティリティを起動して BIOS の設定 
を正しい値に変更してください。 

□ POST でディスクアレイコント□ーラを認識していますか？ 

- ディスクアレイコントローラが正しく接続されていることを確認してから電源 
を ON にしてください。 

—正しく接続していても認識されない場合は、ディスクアレイコントローラの故 
障が考えられます。契約されている保守サービス会社または購入された販売店 
へ連絡してください。 

^ リビルド(再構築)ができない 

□ リビルドする八ードディスクドライプの容量が少なくありませんか？ 

—故障したハードディスクドライプと同じ容量のディスクを使用してください。 
—誤ったコンフィグレーション情報をリストアしていないか確認してください。 

□ 整合性チェッウが実行中ではありませんか？ 

—整合性チェック終了後、リビルドを開始してください。 

□ RAID 構成が、 RAID 0 ではありませんか？ 

— RAID 0 には冗長性がないため、リビルドはできません。故障したハードディス 
ウドライプを交換して、再度コンフィグレーション情報を作成し、初期化して 
から、パックアップデータを利用して復旧してください。 

オー トリビルドが機能しない(増設 DISK 筐体なども含む) 

□ ハードディスクドライブを交換(ホットスワップ)するときに十分な時間を空けまし 
たか9 

-オートリビルドを機能させるためにハードディスクドライプの取り外し • 取り 
付けには90秒以上の間隔を空けてください。 

□ 整合性チェックが実行中ではありませんか？ 

- 整合性チェック終了後、リビルドを開始してください。 
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ESMPRO について 

ESMPRO / Se 「 verAgent(Windows 版）について 

- 5章、または添付の 「 EXPRESSBUILDER ( SE )」 CD - R 〇 M 内のオンラインドキュメ 
ント 「 ESMPRO/ServerAgent FAQ ガイド〜よくある質問について〜」でトラブル 
の回避方法やその他の補足説明が記載されています。参照してください。 

ESMPRO/ServerManager について 

—添付の 「EXPRESSBUILDER ( SE ) JCD - ROM 内のオンラインドキュメント 
「 ESMPR 〇/361^^「1\/131^96「インストレーションガイド」でトラプルの回避方法や 
その他の補足説明が記載されています。参照してください。 

Adaptec Storage Manager(ASM ) について 

- 5章、またはオンラインドキュメントの説明を参照してください。 

Power Console Plus について 

- 5章、またはオンラインドキュメントの説明を参照してください。 
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障害情報の採取 


万一障害が起きた場合、次の方法でさまざまな障害発生時の情報を採取することができま 
す。 

M -0 • 以降で説明する障害情報の採取については、保守サービス会社の保守員から情報採取の 

依頼があつたときのみ採取してください。 

• 障害発生後に再起動されたとき、仮想メモリが不足していることを示すメッセージが 
表示されることがありますが、そのままシステムを起動してください。途中でリセット 
し、もう一度起動すると、障害情報が正しく採取できません。 


イベントログの採取 

本装置に起きたさまざまな事象(イベント）のログを採取します。 


I p -〇 STOP エラーやシステムエラー、ストールが起きている場合はいったん再起動してから 
作業を始めます。 


オプションの CPU の中には異なる 
レビジョン（ステッビング）のものが 
含まれている場合があります。異な 
るレビジョンの CPU を混在して取 
り付けた場合、イベントビューアの 
システムログに以下のようなログが 
表示されますが、動作には問題あり 
ません。 



_!Jx 


B 賴 .1 
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Application Popup 
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OK J 


1. コント□—ルパネルから[管理ツール]— 
[イベントビューア]をクリックする。 

2. 採取するログの種類を選択する。 

[アプリケーションログ]には起動してい 
たアプリケーションに関連するイベント 
が記録されています。[セキュリティ 
ログ]にはセキュリティに関連するイペン 
卜が記録されています。[システムログ] 
には Windows のシステム構成要素で発生 
したイペントが記録されています。 

3. [操作]メニューの[ログファイルの名前を 
付けて保存]コマンドをクリックする。 


イベントヒ•ユーア 
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4. [ファイル名]ボックスに保存するアーカイブログファイルの名前を入力する。 

5. [ファイルの種類]リストボックスで保存するログファイルの形式を選択し、 [0K] ボタンをクリッ 
クする。 

詳細については Windows のオンラインヘルプを参照してください。 

構成情報の採取 

本装置の八ードウェア構成や内部設定情報などを採取します。 

情報の採取には「診断プログラム」を使用します。 

I M -〇 STOP エラーやシステムエラー、ストールが起きている場合はいったん再起動してから 
作業を始めます。 

1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□—ルパネル]をクリックする。 

[コント□—ルパネル]ダイアログボックスが表示されます。 

ツク 


ワトソン博士を使ってアプリケーションエラーに関連する診断情報を採取することができま 
す。ワトソン博士の詳細については、〇 S のヘルプを参照してください。 


2. [管理ツール]アイコンをダブルクリックし、[コンピュータの管理]アイコニ 
する。 

[コンピュータの管理]ダイアログボックスが表示されます。 

3. [システムツール]—[システム情報]をクリックする。 


4. [操作]メニューの[システム情報ファイル 
として保存]コマンドをクリックする。 

5. [ファイル名]ボックスに保存するファイ 
ルの名前を入力する。 

6. [保存]ボタンをクリックする。 


楝作⑻表示邸ツール® ぐ 




t ベてのタスク ( K ) 

印刷 ( E > 

最新の情報に更新 (£) 
のエクスポート (U 

ヘルブ ( ld > 


ワトソン博士の診断情報の採取 


コンピュータの管理 
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メモリダンプの採取 

障害が起きたときのメモリの内容をダンプし、探取します。ダンプを DAT に保存した場合 
は、保存に使用したツールをラペルに記載しておいてください。インス!ル時には自動的 
に保存先やページングファイル(仮想メモリ）サイズを設定しますが、メモリを増設した場合 
には、システムのページングファイル(仮想メモリ）のサイズをメモリ容量に応じて増やす 
必要があります。詳しくは「メモリの管理」 (4 章）を参照してください。 

M-O • 保守サービス会社の保守員と相談した上で採取してください。正常に動作しているとき 
に操作するとシステムの運用に支障をきたすおそれがあります。 

參障害の発生後に再起動したときに仮想メモリが不足していることを示すメッセージが 
表示される場合がありますが、そのまま起動してください。途中でリセットして起動し 
直すと、データを正しくダンプできない場合があります。 


採取時の注意事項 

DUMP スイッチを押してダンプを実行した後に本装置が再起動しない場合があります。この 
場合、 POWER スイッチを押して本装置の電源を OFF / ON してください。 


メモリダンプの採取 

障害が発生し、メモリダンプを採取したいときに DUMP スイッチを押してください。スイッ 
チを押すときには金属製のピン(太めのゼムクリツプを引き伸ばして代用可)をスイッチ穴に 
差し込んでスイッチを押します。 



DUMP スイッチ 


スイッチを押すと、メモリダンプは設定されている保存先に保存されます ( CPU がストール 
した場合などではメモリダンプを探取できない場合があります）。 


M -〇 つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 








































IPMI 情報のバックアップ 


IPMI 情報を探取します。情報を探取するためには、 ESMPRO/ServerAgent がインストール 
されていなけれぱなりません。 

1. スタートメニューから[プログラム]- [ESMPR 〇 ServerAgent]-[ESRAS ユーティリティ]を 
選ぶ。 

[ESRAS ユーティリティ]ウィンドウが表示されます。 


2. ツリーピューより[最新情報]を選択し 
て、ローカルコンピュータの情報を取得 
する。 

データが表示されれば取得ができたこと 
になります。 

3. [ファイル]メニューから[現在の IPMI 情報 
をバックアップする]をクリ、ソクする。 


4. バックアップ対象のコンピュータ名を 
確認する。 


> ESRAS ユーティ IJ ティ 


フ7ィル(£〉表示祕ヽルフ 


ESRAS ユーティリティ 


_ 

H ^ NEC-SERVER 

白 I ;| Intelligent Platform Management Int< 

/s □ 最靳牾報：) 

^ LJ ルックアッ : n 吾 ? (5 
Network 


5. 退避するパックアップファイル名と保存 
する場所を指定して[パックアップ]をク 
リックする。 


> ESRAS ユーティリティ 


^ a へ t, ii 

I 現在の iPMrt 香報をハ'、ックアッフする(昼)… 

.t _ 7 ii /Ts* 一 ,tr 、 

\ハ''ックアッフウ7イルの表示中止 ( Q ) 

アフ竹一：^ンの終了凶 


= U ^97771 f?l« 

"5 Network 


!nt Inte 


ipmwi 報ハ W ツフ * 


逞択したサり ^IPMPfggAVj^^^^ 
コン！:*: Hi 名 ① C 


ハ VJ7V) 勹 Wll •似 FV 


#照迄).. . I 


コメント| 


~サー）^の機種名、睹害発生内容等を入力してください。 


J 


r ハ'胸 


閉じる (L) J 


7故障かな？と思つたときは 
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システムの修復 


何らかの原因でシステムを起動できなくなつた場合は、回復コンソールを使用してシステム 
の修復を行います。ただし、この方法は詳しい知識のあるユーザーや管理者以外にはお勧め 
できません。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。 

I H -0 八ードディスクドライブが認識できない場合は、システムの修復はできません。 
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